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ある 年の 正月に 私 はまた 老人 をたず ねた。 

「おめでとう ございます」 

「おめでとう ございます。 当年 も 相 変り ませず …… 」 

半 七 老人に 行儀 正しく 新年の寿 を 述べられて、 書生 

流の わたし は 少し 面食らった。 そのうちに 御 祝儀の 

屠蘇が 出た。 多く 飲まない 老人と、 まるで 下戸の 私と 

は、 忽ち 春めいた 顔に なって しまって、 話 はだん だん 

はずんで 来た。 

「いつものお 話で 何 か 春ら しい 種はありません か」 



ひるね ひまし-な 

て 午睡 をす る 怠け者 もあった。 将棋 を 差して いる 閑人 

もあった。 女の 笑顔が 見た さに 無駄な 銭 を 遣いに くる 

道楽者 もあった。 熊 蔵の 湯屋に も 二階が あって、 ぉ吉 

と いう 小 綺麗な 若い 女が 雇われて いた。 

さむれ え 

「ねえ、 親分。 それが 武士なん です。 変じ や ありませ 

んか」 

「変で ねえ、 あたりまえ だ」 

武士が 銭湯に 入浴す る 場合に は、 忌で も応 でも 一 度 

は 二階へ あがって、 まず 自分の 大小 を あずけて 置いて、 

それから 風呂場へ 行かなければ ならなかった。 湯屋の 

一 一階に は 刀掛けが あった。 



いんで …… 。 呆れる じゃありません か。 それです から 

奴ら が 二階で どんな 相談 をして いるか、 ぉ吉に 訊いて 

もどう も 正直に 云わね えよう です。 私が きょうそ つ と 

階 子の 中途まで 昇って 行って、 奴ら が どんな 話 をして 

いるかと、 耳 を 引つ 立てて いると、 一人の 奴が 小さい 

声で、 『無暗に 斬ったり して はいけ ない。 素直に 云う 

こと を肯 けばよ し、 ぐずぐず 云ったら 仕方がない、 嚇 

かして 取つ 捉まえる の だ』 と、 こう 云って いるんで す- 

ねえ、 どうです。 これ だけ 聞いても 碌な 相談で ない こ 

と は 判ろう じゃありません か」 

「むむ」 と、 半 七 はまた 考えた。 



「じゃあ、 なにしろ 明日 おれが 見と どけに 行こう よ」 

ひる 

「お待ち 申して います。 午 ごろなら ば 奴ら も 間違いな 

く 来て いますから」 と、 熊 蔵 は 約束して 帰った。 

あくる 朝 は 七草粥 を 祝って、 半 七 は 出が けに 八丁 堀 

同心の 宅へ 顔 を 出す と、 世間が このごろ 物騒がし いに 

就いて 火付 盗賊 改めが 一層 厳重に なった、 その 積り で 

精々 御用 を 勤めろ という 注意が あった。 これが 半 七 を 

刺戟して、 いよいよ 彼の 注意 を 熊 蔵の 二階に 向けさせ 

た。 彼が それから すぐに 愛宕 下 の 湯屋へ 急いで 行った 

の は 朝の 四ッ半 (十一 時) 頃で、 往来に は 遅い 回礼 者 

がま だ 歩いて いた。 獅子の 囉子も 賑やかに きこえた。 



で やった。 

「 毎度 ありが と う) ，- ざいます」 

「時に おふくろ も 兄貴 も 達者 かえ」 

お 吉の兄 は 左官で、 阿 母 はもう 五十 を 越して いると 

いう こと を 半 七は識 つていた。 

「はい、 おかげさまで、 みんな 達者で ございます」 

r 兄貴 はま だ 若い から 格別 だが 、 阿 母 はもう 好い年 だ 

そうだ。 むかしから 云う 通り、 孝行 をしたい 時には 親 

は 無し だ。 今のう ちに 親孝行 を たんと してお くがいい 

ぜ」 

「はい」 と、 お 吉は顔 を 紅く して 俯向いて いた。 



それが なんだか 恥 かしい ような、 気が 咎める ような、 

おびえた ような 風に も 見えた ので、 半 七 も 畳み かけて 

冗談ら しくこう 云った。 

「とこ ろが 、 この 頃 は ちっと 浮気 を 始めた と い う 噂 だ 

ぜ。 ほんとう かい」 

「あら、 親分 …… 」 と、 ぉ吉 はいよ いよ 顔 を 紅く した。 

さむれ え 

「でも、 去年から 遊びに くる 二人連れの 武士の 一人と、 

おめえ が 大変 心安く すると 云って、 だいぶ 評判が 高け 

えよう だぜ」 

「まあ」 

ほ， R 

「何が まあ だ。 そこでお 前に 訊きて えの は 他 じ やねえ。 



え」 

ぉ吉 はから だ を 固く して 黙って いた。 

「え、 あの 二人の 商売 はなんだ え。 いくら 勤番 者 だつ 

て、 暮も 正月 も 毎日 毎日 湯屋の 二階にば かり 転がって 

いる 訳の もの じゃあね え。 何 かほ かに 商売が あるんだ 

ろう。 なに、 知らね えこと はねえ。 おめえ はきつ と 

知っている il だ。 正直に 云って くんね え か。 一体 あの 

戸棚に あずか つ て ある 箱 はなんだ え」 

紅い 顔 を 水色に 染め かえて、 ぉ吉は おどおど してい 

た。 



損じた のが 残念であった。 熊 蔵の ような どじ を 頼まず 

に、 いっそ 自分が すぐに 尾け て 行けば よかった などと、 

今更の ように 悔 まれた。 

親分の 顔色が 悪い ので、 熊 蔵 も 手 持 無沙汰 で 黙って 

いた。 芝の 山 内の 鐘が やがて 四ッ (午前 十 時) を 打つ 

た。 下の 格子が あいたと 思う と、 番台の 男が 「いらつ 

しゃい」 と、 挨拶す る 声に つづいて、 二階に 合図 をす 

るよう な 咳払いの 声が きこえた。 二人 は 顔 をみ あわせ 

た。 

「野郎。 来た かな」 と、 熊 蔵が あわてて 起って 下 をの 

ぞく 途端に、 背の 高い 一 人の 若い 武士が 刀 を 持って 階 



崎 はや はリ 面白くな いと 見えて、 すぐに 帰る と 云い 出 

した。 もう 屋敷の 門限 も 過ぎて いるので あるから、 

いっそ 今夜 は 泊って 帰れと、 仲裁者の 二人が しきりに 

引 留めた が、 どうしても 帰る と 強情 を 張った。 

彼 ひとり を 先に 帰す わけに も 行かない ので、 結局 四 

人が 連れ立って 出る ことにな つた。 高 輪の 海岸に さし 

かかった の は 夜の 五ッ (午後 八 時) を 過ぎた 頃で、 暗 

い 海に 漁船の 篝 火が 二つ 三つ 寂しく 浮かんで いた。 酔 

ぃを醒 ます 北風が 霜 を 吹いて、 宿へ 急ぐ 荷馬の 鈴の 

音が 夜の 寒さ を 揺り 出す ように も 聞え た。 さっきから 

黙って あるいて いた 神 崎 は、 このと き 一と 足 退が つて 



先の 弥 五右衛門 は 藩主に したがって 渡海した。 その 時 

か ひから 

に 分捕りして 持ち帰つ たのが 彼の 二 品で、 干枯 びた 人 

間の 首と 得体の 知れな い 動物の 頭と —— それ は 朝鮮の 

怪しい 巫女が、 まじない や 祈禱の 種に 使う もので、 殆 

ど 神の ように うやうやしく 祀られ ていた ものであった- 

余り 珍ら しいので 持ち帰つ たが、 誰に も その 正体 は 判 

ら なかった。 ともかくも 一種の 宝物と して 高 島の 家に 

伝えられ ていて、 藩 中で も 誰知らぬ 者 もない。 梶井も 

一 度 見せられた ことがある。 今度 屋敷 を 立 退く に 就い 

て も、 まず この 奇怪な 宝物 をお 吉 にあず けて 置いた も 

のと 察せられた。 
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